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「10月7日」以降のユダヤ教徒
―宗教指導者・政治家の動きを中心に―
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2023年 10月 7日のハマスによる攻撃はイスラエル社会に衝撃を与
え、それに対するイスラエルの反撃は過剰にも見える。この状況でユ
ダヤ教徒は何を考え、行ってきたのか。イスラエル国のユダヤ教につ
いての諸問題を中心に据え、ユダヤ教徒たちの応答について概観す
る。
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ガザにおけるイスラエルの攻撃は続き、現地の人道的状況が危機に瀕
していることは日本のメディアでも頻繁に報じられてきた。イスラエル
国内ではガザへの攻撃に対し表だった批判の声を挙げづらいようだ
が1）、政権批判や、人質解放のために停戦を求めるデモンストレーショ
ンは頻繁に行われている2）。こうした国内の動きに加え、アメリカをは
じめ諸外国による政治的仲介もなされてきたが、ハマスとの停戦交渉は
遅々として進んでいない。また、レバノンを拠点とするイスラーム教
シーア派武装組織ヒズボラとの関係も緊迫し、指導者であるナスララ師
の殺害、レバノンにおけるイスラエル軍による地上作戦の開始、そして
イランのミサイル攻撃とイスラエルによる空爆の応酬など、中東情勢は
ガザ紛争（以下紛争）開始からちょうど一年が経過した 2024年 10月 7
日現在も予断を許さない状況にある。イスラエル国内では2023年10月
7日の出来事は国家的なトラウマとして理解されており、アラブ諸国の
先制攻撃に始まった第四次中東戦争（ヨム・キップール戦争）と紐付け
られることもある3）。筆者が現地を訪問した 2024年 5–6月の段階で、
エルサレムやテルアビブといった市街地は戦場と化したガザとは正反対
で紛争を感じさせない落ち着いた雰囲気ではあったが、さまざまな場所
で（電柱をはじめレストランや空港といった公共の場で）人質の写真が
貼られ、彼らへの連帯を示すシンボルである黄色いリボンや、「彼らを
今すぐ家に帰せBring Them Home Now」というスローガンが掲示され
ていた（図 1）。
さて、10月 7日以降のユダヤ教徒を扱う上で最も関心を持たれる
テーマは「ガザ紛争とユダヤ教の関係」であろう。ハマスの奇襲攻撃に
始まったとしても、イスラエル国の反撃は非常に苛烈なものになってお
り、国際社会からの批判も強い。現代日本に生きる我々の目からしても
「どうしてそこまでやるのか？」という疑問が出てくる。この理解し難
さにユダヤ教が関わっているのだろうか。たとえばユダヤ教の教えが異
教徒・異民族への暴力を加速させているのだろうか。あるいはユダヤ教
が過激化したことによって、相手を滅ぼし尽くすまで戦おうとするのだ
ろうか。
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イスラエル社会やユダヤ教を取り巻く状況について理解するために
も、まずはユダヤ教神学における戦争の位置付けとその変化について確
認したい。志田雅宏によればイスラエル建国以前の離散時代のラビ（ユ
ダヤ教の学者であり宗教指導者）たちは現実に戦争を行うためではな
く、あくまでも理念として聖戦について議論し、その中の一人であるマ
イモニデスは異教徒と戦うことや自衛といった目的での戦争は聖戦であ
ると定めたが、領土拡大・聖地獲得のための戦争は聖戦ではないとし
た。聖地への移住でさえも、異教徒や異民族と戦うことによってではな
く非軍事的な形でなされるべきだとされていたのである。他方でイスラ
エル建国後、特に1970年代から80年代にかけては、これら理念として
規定された聖戦論に基づいて現実を解釈したり、あるいは聖戦論のそも
そもの解釈自体を変えてしまうことによって、理念から実践へと聖戦論
が適用されるようになっていった。その中ではアラブ人を「異教徒」と
し従属的な立場に置くことを正当化したり、武力行使による聖地への移
住が奨励されることすらあった4）。
このように理念としての議論が実践へと結びつくことで、イスラエル
建国以降のユダヤ教の聖戦論は一部のグループの中で過激な方向に進ん
できたことは事実であり、今回の紛争でも極右政治家たちはガザの再入

図 1　ベン・グリオン空港にて筆者撮影（5月 30日）
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植（2005年にイスラエルはガザの入植地を撤退した）を声高に主張して
いる5）。しかし、こういった立場は国内から支持が大きいわけではな
く6）、猛烈な攻撃の主要因とまでは言えない。むしろガザ紛争における
イスラエルの過剰な反撃については、鶴見太郎が述べるように「歴史的
トラウマ」という情動から理解する方が適切と思われる。この「歴史的
トラウマ」の内実は東ヨーロッパで起こったユダヤ人への迫害（ポグロ
ム7））やナチスドイツによるホロコーストの記憶である。イスラエル国
では 80年代初頭からホロコーストが公教育のカリキュラムにも組み込
まれるようになり、イスラエル国のユダヤ人のアイデンティティの一つ
ともなっていった。歴史的に迫害の被害者となってきた記憶、そして二
度とホロコーストを起こさないという意識が、現在のイスラエルの強硬
な態度へと繋がっているのである8）。イスラエル社会における人質救出
への強い反応を考慮しても、宗教的な動機というよりは実存的な恐怖や
悲しみといった感情が紛争に歯止めがかからない原因であろう。イスラ
エル政治やパレスチナ問題を研究してきた立山良司もこの紛争の長期的
な継続は合理的に説明することが難しいとし、10月 7日の出来事によ
るショックを和らげようとする意識と宗教的・右派的な政治的思惑のた
めに終わらせることができないのだろうとNHKのインタビューで答え
ている9）。
今回の紛争への過剰な応答は過去の記憶に基づくトラウマ、集団的な
恐怖感情に端を発するものであり、そこに宗教的・政治的な企図が結び
つくことで紛争が長期化しているとするならば、ユダヤ教やユダヤ教徒
の関わり方は予想したほど直接的なものではない。ユダヤ教の教えがイ
スラエル国を終わらぬ紛争へと導いているというよりは、政治的な動き
の中でユダヤ教徒が一定の影響力を有しているとする方が適切である。
一部の宗教者が暴力や人種差別的な煽動を行っていることは事実である
が、ユダヤ教徒たちはグループ・立場によって様々な形で紛争に応答し
ており、足並みが揃っているわけでは全くないのである。それではユダ
ヤ教徒たちは紛争が始まってから何をしてきたのか、そして紛争に関し
てどういった議論・応答をしてきたのか。本稿では日本からもアクセス
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できるイスラエルやユダヤ教徒のメディアを主に利用しながら、「正統
派ユダヤ教徒」と呼ばれる 2つの潮流、すなわち超正統派と宗教シオニ
ズム10）を中心として彼らの動きを見て行きたい。

予備知識：ユダヤ教徒の人口動態と政治的態度

まずはイスラエル社会におけるユダヤ教徒について、その人口動態を
見ておこう。2016年のPew Reserch Centerの報告によればイスラエ
ル国の人口全体の 81％がユダヤ人/ユダヤ教徒、14％がムスリム、2％
がドゥルーズ教徒（シーア派の分派であるイスマイール派から分かれた
宗派）、2％がクリスチャンとして自らを定義づけている。ユダヤ人/ユ
ダヤ教徒は宗教的な実践および生活様式に関して、大きく四つのアイデ
ンティティグループに分かれている。その内訳は超正統派（ハレディ）
8％、宗教派（ダティ）10％、伝統派（マソルティ）23％、世俗派（ヒロ
ニ）40％である11）。それぞれのグループについて確認していこう。超正
統派はユダヤ教の戒律の遵守・聖典学習を最も重視するグループで、イ
スラエル国家それ自体には特に宗教的な意義を見出さず、近代的な社会
から距離をとり自らの集団の中で生活する傾向が強い（図 2）。また、兵
役に付かず、学習に専念するために労働を行わない傾向がある。出生率

図 2 超正統派ユダヤ教徒は外套やハットをまとい、髭やもみあげなどを伸ばす傾向があ
る。こういった服装は周囲の環境から自らを分離するという意味でも重要である。

©Yael Casteglione/ 2015 CC BY-SA 4.0
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が高く人口も増え続けており、兵役に行かないことも問題視されてい
る。宗教派は「民族宗教派」や「宗教シオニズム」とも呼ばれることがあ
り（本稿では宗教シオニズムで統一）、超正統派と同様に戒律の遵守や
聖典学習を重要視する。その一方で超正統派との顕著な違いはイスラエ
ル国家の建国をメシア到来の前兆として考えており、聖なる国という発
想から兵役や政治、教育など様々な分野で社会に溶け込んでいる点であ
る（図 3）。また彼らは 70年代ごろからは社会・政治的状況の変化を受
けて入植活動を強く推進する主体となっていった。三つ目の伝統派は宗
教と世俗との間の中間的なカテゴリーであり、ユダヤ教の戒律を（全て
ではなく）選択的に実践し、また人によってその内容や意義づけは様々
であるという点が特徴的である。世俗派は民主主義的価値観を重視し、
宗教機関を通した婚姻といった公共圏における宗教的な規範の存在に反
対する傾向がある、いわゆる世俗的な人々である。イスラエルで一般的
に「正統派ユダヤ教Orthodox Judaism」とされる最初の超正統派と宗
教シオニズムの 2グループは合計で全イスラエル人口の 18％を占めて
おり、本稿で扱うユダヤ教徒はこの 2つの潮流である。
それでは次に、超正統派と宗教シオニズムがイスラエル政治について
どのような立場を取っているのかということを説明したい。これから

図 3　宗教シオニストはニット製の被り物をつけるが、ラフな格好であることが多い。
© עטרת נחמיה /2017 CC BY-SA 4.0
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扱っていく事例はユダヤ教徒の立ち位置などを理解していなければやや
理解しづらいからである。超正統派と宗教シオニズムはそれぞれ独自の
政党を運営しているが、まずは超正統派について見ていきたい。超正統
派の政党は現在二つ存在しており、それらはアシュケナズィ系の「トー
ラー12）・ユダヤ連合（United Torah Judaism）」とスファラディ系の
「シャス」である13）。トーラー・ユダヤ連合は「アグダト・イスラエル」
というシオニズム勃興期から存在したグループ（1912年ポーランドに
て設立）と、1980年代にアグダト・イスラエルから分離して成立した
「デゲル・ハトーラー」という政党が合体して 1992年に出来たものであ
る（図 4）。両政党について付言すればアグダト・イスラエルはハシディ
ズム系、デゲル・ハトーラーはリトアニア系の超正統派の影響が強い14）

とされている。スファラディ系シャスもまた元はアグダト・イスラエル
からの分離であるが、エスニシティを中心的な論点として掲げ、アシュ
ケナズィ系が支配的なイスラエル社会において周縁的な位置に置かれて
いる人々に対する慈善活動も積極的に行うことで、超正統派に限らず、
宗教実践の度合いが異なるさまざまな有権者の支持を得ている15）。
このように、現在イスラエル国に存在する超正統派の政党はアグダ
ト・イスラエルにその源泉を辿ることができる。歴史的にアグダト・イ
スラエルに集った超正統派は、概してシオニズムに反対してきた。彼ら
は戒律の遵守によって正統なユダヤ教を守ることを目指しており、シオ

図 4　超正統派の政党の移り変わり（筆者作成）
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ニズムにおける世俗的な要素や、人間の手によって聖地に世俗的国家を
作ることに反対し、離散の地で維持されてきた生活スタイルが破壊され
ることを恐れたのである。他方、ナチス・ドイツが台頭し、ユダヤ人が
置かれた状況が悪化する中で、彼らもシオニスト機構と連携するように
なり、最終的には建国時の暫定議会の一員ともなった16）。こういった流
れの中でシオニズムとの決別を求める「ネトレイ・カルタ」はアグダ
ト・イスラエルを脱退することにもなった（1935年）17）。結果的にイス
ラエル国の建国以降、アグダト・イスラエルは政治政党として活動を行
い、イスラエル社会に対してハラハー（ユダヤ法）を守らせることや、
超正統派の信徒たちの利益（兵役の免除や金銭的保護）を求めて動く傾
向があり、政治的イデオロギーをあまり気にせず与党との連立を組むこ
とも多い18）。
一方の宗教シオニズムは、建国後の 1956年から「民族宗教党」

（National Religious Party、ヘブライ語では頭文字を取ってマフダルと
呼ばれる。以下ではマフダルと記載）という政党を中心に、労働党と連
立を組んで活動していた。活動としてイスラエルの建国時に交わされた
国家と宗教に関わる取り決めであるステータス・クオ̶公共の場での安
息日やレストランにおけるユダヤ教の食物規定（カシュルート）19）の遵
守、宗教法に基づく婚姻制度̶に従って国家のユダヤ的な性格を守るこ
とを基本路線としつつも、ほとんどの問題については世俗法の優越を認
める穏健な立場をとっていた20）。他方で、第 3次中東戦争の圧倒的な勝
利を経験したことによって、シオニズムをメシアの前触れとするアブラ
ハム・クック（1865–1935）の系譜に連なる思想が宗教シオニズムに対
して徐々に大きな影響力を及ぼすようになった。彼らは救済を漸進的に
進むプロセスとして理解し、そのプロセスを進める上でイスラエルの地
へユダヤ人が帰還し、定住することが必要であるとする「活動的メシア
主義」という思想を持ち合わせていた21）。その流れの中で 1974年に設
立されたグーシュ・エムニームというグループはヨルダン川西岸への完
全な入植によって始まりつつある救済が達成されると信じ、同地域の支
配は神によって命じられたものであるから、いかなる理由によっても撤
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退はあり得ないとまで考えていた。また、1978年のキャンプ・デービッ
ド合意によりシナイ半島の返還が決まると、それが西岸地域の入植地か
らの撤退に繋がるものと考え、メンバーはシナイ半島北部のヤミットに
最後まで留まり続けるなど、領土にこだわりを見せる強固な一面も持ち
合わせていた22）。
現在「宗教シオニズム党」を名乗る政党はマフダルから分離した元
グーシュ・エムニームのメンバーによって建てられたトゥクマ党の系譜
をついでおり、現在の宗教シオニズムの中でも領土的撤退に強く反対す
るような強硬な陣営である。トゥクマ党はその他の右派政党と連携し、
「民族連合（National Union）」という共同リストの一員となるが、その
後イスラエル我が家をはじめとした様々な政党の加入・脱退・分裂を繰
り返しながら 2021年に「宗教シオニズム党」と改称される。この党が
掲げている公約は政党の公式サイト23）から確認することができるが、
大まかに言えば民族主義（ユダヤ性）の強化・領土拡張主義・国防と
いったものが中心となっている。また、宗教的な側面については安息日
や祝祭日の遵守、結婚や家族を扱う機関（すなわち宗教法廷）を守るこ
と、食物規定の遵守など、先に述べたステータス・クオの枠組みに関わ
る制度を強化することが述べられ、領土の拡大についても以下のような
宗教的な説明をしている。

トーラーはイスラエルの地がユダヤ民族に属しているということを
確証している。これが我々の信仰であり、我々が熱望するものであ
る。この理由のためイスラエルの地の全ての地域に主権を拡大する
ことは我々の最優先事項である。
そして、救済のプロセスが全体としてそうであるように、主権を拡
大することはそれが進行するにつれ徐々に勢いを増す、長く継続す
るプロセスである24）。

つまるところ宗教シオニズム党のイデオロギーはステータス・クオの重
視という点で初期のマフダル、そして領土拡大と救済を結びつけるロ
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ジックはグーシュ・エムニームの系譜を受け継いだ延長線上にいると言
えるだろう。さらに 2022年の選挙で宗教シオニズム党は「ユダヤの力」
や「ノアム」といった極右政党とも協力し、議席を大きく伸ばした。宗
教シオニズム党のベツァルエル・スモトリッチに加え、ユダヤの力のイ
タマル・ベングビールは対パレスチナ強硬派として知られている。

宗教者とイスラエル社会の接近？

本節では紛争に対するユダヤ教徒の全般的な反応を確認する。この全
般的というのは、本稿の後半で扱う特定の論点（人質解放/超正統派の
徴兵）と比べて、「戦争そのもの」に対する宗教者の反応・評価といった
ものである。まず、ハマスの越境攻撃開始後にイスラエルメディアで報
じられた超正統派の活動について確認しよう。こちらはニッシム・レオ
ンの論文ですでにまとめられているが、戦闘の開始とともにユダヤ教
徒、特にイスラエル社会と距離がある傾向にあるとされていた超正統派
たちがさまざまな形（組織ベースあるいは自発的なボランティアなど）
で支援活動を行ったのである。これらは軍隊への徴兵に向かったり、食
物規定に沿った食事を兵士に提供したり、霊的・精神的な支援をすると
いったボランティア活動、遺体収容・救命部隊（ザカ）による活動など
に代表される。メディアにおいては若干数の超正統派が徴兵されたこと
も言及され25）、また献血や食料の寄付といった動きも肯定的にも報じら
れている26）。他方でレオンはこういった超正統派の行動がイスラエル社
会との将来的な統合につながるとは考えておらず27）、また「ユダヤ」を
共通項にした枠組みが仮に超正統派とそれ以外の人々の対立を緩めたと
しても、ユダヤ人と非ユダヤ人との間の差異を強めることになるとやや
悲観的な立場を示している28）。この超正統派の活動がどれほどの射程を
持つものなのかについての評価は将来に委ねるほか無いが、しかしなが
ら閉鎖的とされるグループの中にも、紛争に際して積極的に社会に対し
て行動を起こす個人が存在したという事実は、イスラエル社会にとって
驚き、希望、そして疑念といった複雑な反応を呼び起こしたのだろう。
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メディアでは超正統派だけでなく、宗教シオニストの活動についても
取り上げられた。ザカやその他ボランティアが注目された超正統派とは
異なり、宗教シオニストの場合は実際の戦闘である。左派紙ハアレツ
（なお、イスラエルにおける左派はパレスチナ問題に関して日本や諸外
国の左派とは指すものが異なっていることには注意が必要である）の社
説では多くの宗教シオニストの兵士が実際に戦っていることが取り上げ
られ、彼らは「イスラエル社会から認められ、感謝されるに値する」と
し、左派の人間は宗教シオニズム全体を十把一絡げにした憎悪を控える
べきであると述べられている29）。同様の見解はメレツという左派政党
（二国家案を支持している）の活動家であるウリ・ザキによるXの投稿
からも見出せ30）、エルサレム・ポストの記事でも取り上げられてい
る31）。このように非常事態の中で宗教シオニズムとは立場、見解を違え
る左派とされる人々32）からでさえ、宗教シオニズムが国家のために払っ
た代償に対する称賛の声が挙げられていた。
そもそも兵士のうち宗教シオニストの死者が多い背景にはこの集団の
若者たちの多くが軍の中で、とりわけ戦闘部隊において活躍していると
いう事実がある。2000年代ごろからイスラエル社会の「宗教化」という
言説が現れ、社会学的な研究もなされてきたが、その論点の一つとして
も IDF（イスラエル国防軍）における宗教シオニストの兵士の増加とい
う現象が指摘され、その要因としては「ヘスデル・イェシヴァ」という
兵役と聖典学習をセットで行うことができるシステムや、「メヒナ」と
呼ばれる軍事教練学校の設立の影響が挙げられる。「宗教化」に関する
ペレドらの研究の中では宗教シオニストの兵士が自らのラビに従うべき
なのか、上官に従うべきなのかという二重のヒエラルキー状態が生まれ
たことや、ラビが軍そのものに対する影響力を強めていることなどが問
題として認識されてきたが33）、こういった状況が非常時の貢献の要因の
背景となり、翻って肯定的な評価にもつながったのである。
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宗教指導者の思想的反応

本節ではこの一連の出来事へのラビたちによる思想的応答について見
ていきたい。戦闘状態が続く中で徴兵問題などの異なった論点も出てくる
ことから、本節は政治家ではない宗教者たちの発言が中心となっている。
まず、リトアニア系超正統派のラビ、ダヴィド・コーヘンからは過去
の戦争に対して繰り返し述べられた論点が提示された。それは申命記8
章 17節で述べられる「あなたは、「自分の力と手の働きで、この富を築
いた」などと考えてはならない」34）と関わるものである。聖書のこの箇
所はイスラエルの民が神を忘れ、自惚れることがないように戒めるもの
であるが、「自分の力と手の働き」というフレーズを用い、神への信を
持たず、軍隊の力を称揚する「偶像崇拝」の帰結として戦争が起きたと
する言説は、第四次中東戦争に対する超正統派の反応の一つとして
チャールズ・リーブマンによって紹介されている35）。今回の攻撃に対し
てコーヘンは第三次中東戦争の勝利による驕りが第四次中東戦争に繋
がったことを引きながら、50年後の今も「自分の力と手の働き」が繰り
返されているとイスラエル社会を批判する。彼の批判の焦点はハマスや
ヒズボラ、イランといった脅威を甘く見ていたという軍事的な失敗と、
人々が軍やその力を信じきっていることに向けられたものであり、現実
と聖句を結びつける形で社会批判を行っていると言える36）。コーヘンの
批判は彼がイスラエル国家やシオニズムに対して距離を取っているため
に辛辣であるが、他方で民族としてのユダヤ人に対する共感・同情の姿
勢も見出される。

第一に我々はすべてのユダヤ人に対してたくさんの共感を持ってい
る、その人がトーラーと戒律を守っていなくともである。しかし他
方で我々はシオニズムからは離れており、国家に自らを同一化した
くもない。我々はただトーラーだけを必要としている。彼らはユダ
ヤ人、〔ユダヤ教を知らない〕捕らわれた幼子であるが、現状の主
題はシオニズムでも国家でもない、…今は苦しみの時であり、彼ら
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〔ハマスを始めとした敵対勢力〕は〔ユダヤ人の〕皆を殺そうとして
いるのだ37）。

コーヘンのような「自分の力と手の働き」という聖句に則った論点を利
用する批判はハバド・ルバビッチ派の超正統派のホームページにも見ら
れる。しかしながらイスラエル国家の存在そのものに対するネガティブ
なニュアンスは見られず、トーラーや、神への依拠を強く主張するにと
どまっている38）。コーヘンのようにイスラエル国ではなくユダヤ民族へ
の共感を寄せる姿勢は、反シオニズムで知られるアグダト・イスラエル
のアメリカ支部のXでのポストなどにも見られるものであり39）、シオニ
ズムを否定しつつもイスラエルのユダヤ人との連帯を示す立場は、ネト
レイ・カルタなどイスラエル国の存在それ自体を強く否定し、パレスチ
ナとの連帯を行う超正統派のグループとは異なっている。実際に、反シ
オニズム陣営の一つであるハバド・サトマール派の指導者は、ハマスを
支持するデモを行ったネトレイ・カルタに対し、律法と天の名において
殺人者を後押しする冒涜だと批判を行った40）。
端的にまとめると、超正統派の思想的反応には二つの軸がある。一つ
はイスラエル国家やシオニズムに対する批判・反対、二つ目はユダヤ民
族への共感と同情である。両者を併せ持つのがダヴィド・コーヘンの言
葉やアグダト・イスラエルのポストであり、国家への距離をとりつつも
ユダヤ人への連帯を示している。二つ目の要素のみを持つのがハバドの
ルバビッチ派であり、イスラエル国家への批判というよりは神への信仰
の欠如が招いた帰結であるという側面を強調する。そして一つ目の要素
のみを持つのがネトレイ・カルタのような親パレスチナ、反イスラエル
を主張する集団ということになる。
超正統派の外でもイスラエル社会に問題があったことの帰結として

「戦争」が起こったのだと理解する言説は見受けられる。例えばアシュ
ケナズィ首長ラビのダヴィド・ラウはニュースでのインタビューの中で
この戦争が神罰ではないとしつつも、「私たちに何か問題があったのだ」
とし、民族、国家として団結することを強調する41）。比較的穏健とされ
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る宗教シオニストのダヴィド・スタヴもイスラエル社会におけるユダヤ
人同士の分断・憎悪が、過去に第二神殿の崩壊を引き起こしたのと同じ
ように、ハマスの攻撃に繋がったのだと主張した42）。これらの人物は超
正統派のような「自分の力と手の働き」聖句を利用した批判（それはと
もすればイスラエル社会を偶像崇拝として断罪することになるが）はせ
ず、あくまでイスラエル社会の統合を目指した批判を行っている。ラウ
やスタヴはイスラエル社会、イスラエル国家との近しさもあり、ユダヤ
人社会の統合・協力を呼びかけることによってより広い大衆に対しての
現実的なメッセージを発していると評価するべきだろう。宗教者として
どのような言葉を示すのかという点にも、彼らの神学的・政治的なスタ
ンスが現れているのである。

徴兵免除をめぐる政治的変動と宗教指導者の応答

以降ではイスラエル社会で大きな話題となっている超正統派の徴兵問
題と、人質をめぐる議論について見ていきたい。まずは超正統派の徴兵
免除問題に関して歴史的な経緯を確認する。超正統派の徴兵免除は建国
時にベン・グリオン（1886–1973）と結ばれた協定に基づくものであり
イェシヴァ学生の徴兵を一時的に免除するというものであった。しかし
実際にはイェシヴァでの学習を継続することによって兵役を逃れること
が常態化していたほか、高い出生率による超正統派の人口増加や、
1977年にメナヘム・ベギン（1913–1992）政権下で免除数の上限が無く
なったことによって超正統派を除くユダヤ人たちの反発が強まっていっ
た。超正統派の徴兵免除は防衛省による管轄であったが 1998年にイス
ラエルの最高裁が防衛省の権限を否定し、議会による法制化を要求した
ことで、2002年には暫定的な処置として新しく「タル法」が制定され、
タル法では 23歳までの兵役猶予が認められ、その後に学習を継続する
か兵役をこなすか、兵役の代替となる職務を行うかを選ぶことができ、
超正統派ユダヤ教徒の漸次的な従軍増加や労働市場への参加が期待され
た。しかしながら彼らの徴兵は増えず、むしろ徴兵を回避するための道
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として利用されてしまった。また 2012年にはタル法に対しても違憲判
決が下され、それ以降は議会による立法と裁判所による違憲判決、新し
い法律を可決させるための猶予期間における免除の継続といった形で事
実上の徴兵免除が続いていた43）。そもそも超正統派が徴兵に反対する大
きな理由はいくつか挙げられるが、ペレドらによれば軍隊が若者に対し
て影響を与え、宗教的な学習から離れてしまう心配や、軍隊がそういっ
た宗教的要求に応えないのではないかという懸念、あるいは軍隊が物理
的な防衛を行うのに対し、彼らは霊的な防衛を行っていると考えている
からだと説明される44）。
イスラエルとハマスの戦闘が続く中、当然ながらイスラエル社会の間
では超正統派が兵役についていないことは不公平だとする論調が起こっ
てくる。また、超正統派の徴兵免除に対する厳しい声は一般大衆の間だ
けでなく、司法の場でも現れた。そもそも超正統派の兵役については
2023年の閣議決定による暫定措置という形で免除を継続しているとい
う状況にあり、2月末には最高裁判所がこれに対する請願を検討し、約
一ヶ月後の回答期限までに閣議決定の合法性を説明するように政府に命
じた。それに対して政府は 3月 24日までに法案の概要を示すとし、法
案の可決のため 6月末までの期限延長を求めた45）。こういったなかで、
3月にはテルアビブやエルサレムで徴兵を求めるデモ、あるいは徴兵に
反対する超正統派のデモなども起こり46）、最終的にはネタニヤフ首相が
率いる政権第一党の右派政党である「リクード」内も足並みが揃わず、
法案の提出が叶わなかったことで、6月の末に最高裁判所によって超正
統派の従軍が義務付けられたのである47）。
超正統派の宗教的指導者たちは徴兵について強く反対している。リト
アニア系のラビ、モシェ・ヒレル・ヒルシュは徴兵の呼びかけがあって
も応じないように指示を出し、戒律や神のために「命を捧げること」を
意味する宗教的用語を用いて、たとえ収監されようとも徴兵に反対する
ように述べた48）。同じくリトアニア系のラビであるドヴ・ランドも「法
廷がトーラーの世界に対して戦いを宣言した」とし、最高裁の判決に従
うことは「神とその律法に対する戦争への降伏」を意味するとして、徴
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兵に行かないよう、そして呼びかけに応じないように指示している49）。
また、スファラディ系の学塾の長たちもこの問題に対しユダヤ法の裁定
を下した。ここでも兵役に参与することそれ自体に対する強い禁止が見
て取れる。彼らが発した裁定の一節には「罪人の文化の場所、『人種の
るつぼ』に行くよりも、力と強さ、そして戒律の喜びから金銭的な罰則
や収監を選びなさい」とある50）。このように彼らは「戦争」や「命を捧げ
る」といった強い言葉を使いながら、たとえそれが刑事罰を受けること
につながるとしても、徴兵へ応じることを禁止している。これらの強烈
な反応はイスラエル国内にとどまらず、そこから地理的にも遠く離れた
アメリカ合衆国の超正統派社会でも見られるもので、実際に大規模な集
会なども企画され、ラビたちの宣言も出された。とりわけ 2000年代か
ら内部分裂を経て生まれたサトマール派の二つの派閥が合同でラビたち
の共同宣言に加わったことは珍しいとされ、さらにその集会の企画者に
対して、モシェ・ヒレル・ヒルシュをはじめとしたイスラエルの超正統
派のラビたちも支持を表明する手紙を送った51）。徴兵の問題は場所やシ
オニズムへのスタンスを問わず、超正統派社会の一大事として捉えられ
ているのである。
とはいえ超正統派の宗教指導者による反対はそれ自体あまり驚きに値
するものではないとも言える。それではこの論点について宗教シオニズ
ムのラビや政治家たちはどう考えるのか。多くの兵士を輩出しており、
先述のように戦死者も多いグループであるため、超正統派に対して強い
言葉で従軍を要求するのだろうか。イスラエル最高裁の決定が出る前の
6月上旬は政権が超正統派の学生の徴兵免除猶予を 26歳から 21歳へと
引き下げるための法案（前議会において途中まで審議が進行していたも
の）を通すために、審議を途中から再開することを目指していた時期で
あった52）。これにより免除対象者が減るとはいえ徴兵免除の法的な正当
性を提供し、即時の徴兵をかわすことが目的とされたのである。これを
受けて宗教シオニズム陣営の著名なラビたちは戦争への貢献や、イスラ
エルを守ることはトーラーに書かれた戒律であるとして、この法案に強
い反対声明を連名で示した53）。また、ユダヤ教には生命の危機がある場
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合には戒律の違反さえも容認する「ピクアッハ・ネフェシュ」という生
命の尊重を最優先とする規定があるが、従軍の問題は単にユダヤ法や道
徳的な義務というだけではなく、ユダヤ人の存亡の危機という状況下に
ある以上、民族的なピクアッハ・ネフェシュである（つまり戒律違反の
可能性があったとしても、従軍しなければならない）と彼らは主張した。
しかし、これらラビたちの反対意見が書簡という形で表明された一方で
「宗教シオニズム党」の政治家たちはこの法律の復活と審議の継続に賛
成票を投じた54）。さらに、宗教シオニズム陣営の中でも超正統派に近い
ラビたちは 8月に書簡を発表し、兵役はトーラーの一部であり、民族の
ピクアッハ・ネフェシュであると認めつつも、トーラー学習は国家の存
続に貢献しているとして、トーラー学習と国家を守るという戒律の間を
うまく調停させるべきだと主張している55）。宗教シオニズム陣営は前線
で戦う兵士を多く抱え犠牲者も多い一方で、超正統派の徴兵という問題
については、政治的な駆け引きもあるためであろうが、政治家と宗教シ
オニズムのラビたち、あるいはラビたちの間でさえも態度の違いが浮き
彫りになっている状況にある。

人質解放の議論と宗教的指導者の態度

イスラエル国内で停戦を求める声は大きく、デモンストレーションも
繰り返し行われてきたが、その中でも 9月 1日には大規模なストライキ
と抗議運動が起こった。これは人質となっていた 6名の遺体が 8月 31
日に発見・収容されたことをきっかけとし、停戦合意を取り付けること
のできなかったネタニヤフ政権に対する強い不満を表出するものであっ
た56）。イスラエル国は人質の生命をかなり重要視する傾向があり、
2011年には一人のイスラエル人のために約 1,000人の収監されたパレ
スチナ人を解放している57）。冒頭でも述べたように「彼らを家に帰せ」
というスローガンは 2024年の 6月時点でエルサレムやテルアビブと
いった大都市のありとあらゆる場所で見られ、ハマスとの紛争を考える
上で人質というトピックは外すことのできないものである。この問題に
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ついて宗教者たちはどのように考えているのだろうか。
宗教的な文脈において人質の解放というテーマはユダヤ教の戒律と関
わっている。バビロニア・タルムードのババ・バトラ篇8bでは、「捕虜
の買い戻し」が重要な戒律であるということや、人質という状態が病や
飢餓といった他の苦痛と比較しても最も厳しいものだと述べられてい
る。中世のユダヤ教神学者であるマイモニデスはユダヤ法典集である
『ミシュネー・トーラー』のなかで不釣り合いに高い代償を払うことは
否定しつつも「捕虜の買い戻しほど重要な戒律はない」と書いている58）。
この重要な戒律は現在の状況に即してどのように解釈されるのだろう
か。まずは宗教シオニズム陣営の動きを見てみたい。
宗教シオニズムのラビたちは2024年の 7月 22日、人質の問題にどう
取り組むべきかに関する意見書を提出した。その中で彼らは「捕虜の買
い戻し」という戒律は非常に重大なものだとしつつも、パレスチナ人の
囚人解放や停戦を行うことにより、ハマスが将来的にイスラエルの人々
に対して再び危害を与えることを懸念している。そして過去の宗教シオ
ニズムのラビ（シャウル・イスラエリ：1909–1995）の「人質を救出し
なければならない、しかし全イスラエルを危険に晒さない限りで」とい
う解釈を用いながら、イスラエル国の指導者に対し国家に害をもたらさ
ないようにしながらも人質の解放を目指す方法を見つけるように期待す
る姿勢を示した59）。これら宗教シオニストのラビたちは停戦交渉による
人質の救出には否定的な立場をとっているのである。この手紙にサイン
をしたラビたちのほかにも同様のスタンスをとるものは宗教シオニズム
陣営の中にいる。エリヤフ・ズィニは 3月の時点でこの戒律についての
小冊子を出し、ハマス側と交渉を行うのではなく、軍事力による人質の
解放を主張している60）。また、政治家に目を向ければ宗教シオニズム党
のスモトリッチは、ハマスとの交渉・囚人の解放によって再びイスラエ
ルへの攻撃が起こるかもしれないという側面から人質交渉に強く反対
し、そういった交渉を集団自殺であるとまで述べ61）、交渉をするのであ
れば、政権から離脱するという姿勢さえ示していることがニュースでも
言及されている62）。いずれにせよハマスとの交渉に対しては反対姿勢を
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見せるのが宗教シオニズム陣営の全体的な傾向であると言える。
それでは超正統派はこの問題についてどう考えているのだろうか。6

月 3日にXに投稿されたイツハク・ゴルドクノプフ（統一トーラー・ユ
ダヤ連合の長、アグダト・イスラエル系）のポストには以下のように書
かれている。

今日私は人質家族の代表団に対してわれわれの立場は、人質たちの
生命に対する真の、そして現実的な危機が存在しているために、命
の価値よりも、そして捕らわれたものを救出するという戒律よりも
重要なものはないというものだと言いました。それゆえ人質を解放
するためになされるどんな提案をも私たちは支持します63）。

同党の議員であるモシェ・ガフニ（デゲル・ハトーラー系）も人質家族
との面会において、捕らわれたものを救出するという戒律がトーラーに
おいて最も重要なものとしながら、「いかなる代償を払ってでも、人質
を解放しなければならない」と述べたとケシェト 12のニュースで報じ
られている64）。さらに、マアリーヴ紙のニュース記事においてはスファ
ラディ系首長ラビのイツハク・ヨセフが取り上げられている。イツハ
ク・ヨセフは先にも言及した「ピクアッハ・ネフェシュ」という規定を
用い、人質交渉をしなければ今にでも人質の命が危機に晒される可能性
があるという根拠から、イスラエルが拘束しているパレスチナ人を解放
することは許されるのであると主張する。彼はまた、人質の生命と、人
質のためにこうした囚人の解放を行った場合に将来的に被る被害を天秤
にかけ、前者は差し迫った目下のものであり、後者はそうではないとし
ている65）。
宗教シオニズムの陣営も、超正統派の陣営も基本的には同様の戒律、

「捕虜の買い戻し」に立脚しながら自らの立場を示している。両者の議
論の違いは停戦や囚人解放が将来もたらす帰結についてどのように判断
するのかという点であり、大きく見積もるのか、小さく見積もるのかに
よって結論が異なってくる。宗教シオニズムは同様の攻撃が再び行われ
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る可能性を憂慮し、停戦による人質解放には反対するが、超正統派の政
党のメンバーらはむしろ現実的に人質の生命がかかっているということ
を重く捉え、どんな条件でも人質解放のために手を尽くすべきだとする
のである。筆者の見立てではこの違いはイデオロギーと集団の利害とい
う二つの要因によって生じている。極右政治家の再入植という発言に見
られるようにそもそも宗教シオニズム陣営には 2005年のガザからの撤
退をトラウマとして感じ、帰還したいという強い気持ちを持って活動す
るものもいる66）。そして従軍や戦闘を宗教的な戒律として理解している
ために、継戦への反対も比較的弱い。他方で超正統派は領土の問題には
関心が薄く、むしろ戦争が長引くことで徴兵への社会的圧力が高まるこ
とを懸念しているだろう。確かに両者は宗教的な言葉によってその理由
を説明するが、こうした歴史的・社会的背景が彼らの思想に及ぼす影響
は大きいと考えられる。

終わりに

ここまで 10月 7日以降の宗教者の反応を概観してきたが、これらは
イスラエルのユダヤ人社会とユダヤ教徒の社会での現状を示していると
考えられる。それは宗教的な立場や信仰を超えた協働や対立、そして宗
教陣営内部での分裂といった彼らの立場の複雑さである。
超正統派の兵役免除の問題は大規模なデモンストレーションを引き起
こしているだけでなく、超正統派政党の今後の動き方とも関わってく
る。政権与党を維持する上でさまざまな政党との交渉が必要となるイス
ラエルの政治文化において、宗教政党の影響力は無視することはできな
い。それゆえ超正統派政党と向き合う際に、今後も兵役の問題が焦点化
されることは不可避とも言える。兵役について政治的譲歩がなされて
も、超正統派への徴兵が現実に義務化されても（それが実際に機能する
かは不明であるが）、彼らがイスラエルのユダヤ社会の中に速やかに統
合されていくとは想像し難い。さらに、宗教シオニズム党の停戦への強
硬な反対姿勢や、宗教シオニズム陣営のラビたちによる判断は、人質の
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解放を第一に望む人々や超正統派との間で軋轢を生じさせるだろう。し
かし、他方で宗教者の中にはさまざまな側面からイスラエル社会を支援
しているものが存在することも事実である。超正統派ユダヤ教徒の自発
的な従軍やボランティアなどがその一例であるし、また宗教シオニズム
の兵士たちが命をかけて戦場で任務を果たしているということも社会的
に認められている。超正統派の指導者による徴兵制度への応答には批判
の声が上がるだろうが、人質解放への姿勢は解放を求める人々から肯定
的に捉えられるだろう。こういった点からイスラエル社会に宗教者がさ
らに統合されていくことも可能性として提示できる。
宗教者のグループ内部に目を向ければ超正統派の指導者の態度と信徒
の行動の温度差は広がりつつあり、さらに宗教シオニズムのラビたちや
宗教シオニズム党の政治家の行動原理も一貫していない。徴兵制や人質
解放をめぐる超正統派と宗教シオニズム陣営の態度の違いも明らかであ
り、文字通り命をかけてガザで戦闘を行う宗教シオニストもいれば、徴
兵に行くならば死を選ぶとする超正統派も存在する。本稿はイスラエル
社会のユダヤ教徒におけるこうした様々な方向性をガザにおける紛争の
応答から見てきた。ユダヤ教徒の思想や活動は閉じたものではなく、常
にその周りの社会との関係の中にあり、政治や利害関心と切り離すこと
もできない。現首相のネタニヤフもこうした宗教者たちとの交渉を通じ
て政権を維持してきた。紛争の出口が見えず、状況が刻一刻と変化する
中で、イスラエルのユダヤ教徒はどのように振る舞っていくのか、そし
てイスラエルの政治はどこへ向かうのか。今後も注目していきたい。

［追記］なお、1月 18日現在ではイスラエルとハマスの停戦合意（1月 19日発効）が報じ
られている。本稿でも取り上げたスモトリッチやベングヴィールは停戦に反対し、エルサ
レムでは極右とされる人々による反停戦デモも起こったが、イスラエル政府は停戦合意を
閣議で承認した。停戦は三段階に分かれ、第一段階の停戦期間中（6週間）に恒久的な停
戦に向けた協議が続く見込みである67）。イスラエル国内の状況や国際世論に加え、本稿で
扱ったような宗教者たちがどのように動くのかという点も今後のイスラエル政治や停戦の
ゆくえに関わってくると考えられる。
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